
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
八
年
五
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

二

八

三

号

官
僚
の
天
下
り
禁
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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官
僚
の
天
下
り
禁
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書

税
金
の
無
駄
遣
い
へ
の
批
判
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
「
官
僚
バ
ッ
シ
ン
グ
」
が
続
く
中
、
国
民
の
、
役
所
あ
る
い
は
官
僚
へ

の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
も
は
や
官
僚
自
ら
が
「
天
下
り
の
禁
止
」
を
打
ち
出
す
し
か
道
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て

以
下
質
問
す
る
。

一

官
僚
（
国
家
公
務
員
。
以
下
同
じ
）
の
天
下
り
の
全
面
禁
止
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

こ
こ
で
「
全
面
禁
止
」
と
は
、
現
行
制
度
の
よ
う
な
制
限
規
定
、
す
な
わ
ち
期
間
（
二
年
）
を
限
定
し
た
利
害
関
係
先
へ

の
天
下
り
の
禁
止
（
そ
の
期
間
内
で
も
人
事
院
の
承
認
に
よ
り
許
容
）
で
は
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
天
下
り
の
禁
止
を
い

う
。

二

憲
法
が
保
障
す
る
「
職
業
選
択
の
自
由
」
と
は
何
か
。

三

官
僚
の
天
下
り
の
全
面
禁
止
が
、
な
ぜ
「
職
業
選
択
の
自
由
」
に
反
す
る
の
か
。

四

官
僚
組
織
の
中
、
ま
た
政
権
の
中
枢
に
い
た
者
と
し
て
、
極
め
て
一
部
の
例
外
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
の
天
下
り
の
実
態

が
、
事
務
次
官
や
官
房
長
、
人
事
（
秘
書
）
課
長
等
を
中
心
と
し
た
「
仲
介
・
斡
旋
」
に
よ
る
、
関
係
業
界
、
企
業
、
団

体
、
組
織
（
以
下
「
関
係
業
界
等
」
と
い
う
。
）
へ
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

一



認
識
を
政
府
と
し
て
も
共
有
し
て
い
る
か
。

五

真
の
意
味
で
、
退
職
す
る
当
該
官
僚
の
意
思
と
、
受
け
入
れ
先
の
関
係
業
界
等
の
意
思
が
個
別
に
合
致
し
て
転
職
す
る
場

合
を
除
き
、
四
で
述
べ
た
「
仲
介
・
斡
旋
」
に
よ
る
、
半
ば
強
制
的
組
織
的
な
天
下
り
に
限
っ
て
禁
止
す
る
こ
と
は
、
「
職

業
選
択
の
自
由
」
に
反
す
る
と
考
え
る
か
。
そ
の
他
か
か
る
天
下
り
を
法
的
に
禁
止
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
と

考
え
る
か
。

六

い
わ
ゆ
る
「
早
期
退
職
勧
奨
制
度
」
と
は
何
か
。
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
に
、
ど
ん
な
問
題
点
が
あ
る
の
か
。

七

政
府
は
「
早
期
退
職
慣
行
の
是
正
」
に
つ
い
て
、
小
泉
首
相
の
指
示
に
よ
り
閣
僚
懇
談
会
で
申
合
わ
せ
（
平
成
一
四
年
一

二
月
）
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
勧
奨
退
職
年
齢
を
「
平
成
一
五
年
〜
一
九
年
度
の
五
年
間
に
か
け
て
段
階
的
に
引
き
上

げ
」
「
平
成
二
〇
年
度
に
は
、
原
則
と
し
て
現
状
と
比
べ
て
」
「
三
歳
以
上
高
く
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
の
年
度
別
進
捗
状
況
如
何
。
ま
た
目
標
達
成
の
見
通
し
如
何
。

八

小
泉
首
相
は
、
今
年
に
入
っ
て
も
累
次
に
わ
た
っ
て
国
会
審
議
の
場
で
、
官
僚
の
天
下
り
に
つ
な
が
る
早
期
退
職
勧
奨
制

度
に
つ
い
て
「
で
き
れ
ば
定
年
ま
で
働
け
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
あ
る
べ
き
望
ま
し
い
姿
だ
」
等
廃
止
へ
向
け
た
考
え
を
示

し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
の
今
後
の
取
組
如
何
。
七
で
ふ
れ
た
「
閣
僚
懇
談
会
申
合
せ
」
以
上
の
対
応
を
す
る
考
え
が
あ

二



る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


